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清
し み ず し げ み

水茂実さん

● 田沼西中３年

震災で学んだ
感謝の心

　僕は将来、救助関係の仕事に就きたいと考えています。

　きっかけは東日本大震災でした。多くの人が家族を失い悲しみに

くれる中で、救助をする人やボランティアの方々が必死に活動に取

り組む姿が印象に残っています。今回の震災で、自分自身も今まで

周りの人に支えられてきたことに気付き、忘れてしまった感謝の気

持ちを思い出す機会にもなりました。

　将来は困っている人を必死になって助けられるような大人になり

たいです。

みんなの広場に
出てみませんか？

　「キラリ★話題の人」「すてきな

仲間たち」「めおと人生」に登場し

ていただける方を募集しています。

自薦・他薦は問いません。

※「すてきな仲間たち」「めおと人

　生」は隔月で掲載します

■問合せ

　　政策調整課広報広聴係

　　☎（２０）３０３７

今回の表紙　「さのまるとジャンプ」　くずうフェスタ２０１２にて

　５月１２日（土）に葛生あくとプラザとその周辺、および葛の里壱番館で開催された

くずうフェスタ２０１２。葛の里壱番館の会場では、縄飛び大会が開催されました。

　この大会では、市ブランドキャラクター ｢さのまる｣ も縄飛びに挑戦。大勢の子ども

たちの声援をうけ、大きな体を揺らしながら、連続３回飛べました。

　佐野テニス協会では、『市民が身近で気軽にスポ－ツを

楽しめる環境づくり』に、テニスを通じて取り組んでもら

いたいと考え、活動しています。

　ジュニアからシニアを対象としたテニス教室や、年齢別

やレベル別、ダブルスやチ―ム対抗などテニスを楽しむ皆

さんがそれぞれのレベルに応じて、気軽に・楽しく参加出

来る大会を随時開催していますので、ぜひご参加ください。

　また、「体が動くからテニスをしている」と思われるこ

とが多いのですが、実は見方が逆で、「運動しているから

こそ体が動けるようになっている」と言えます。皆さんも

テニスを楽しむことで、病気を克服しましょう。生涯を彩

るスポ－ツとして、皆さんもぜひ、テニスを楽しんでくだ

さい。

佐野テニス協会

○連絡先　佐野テニス協会事務局
　田村貞明☎０９０（８７２４）４００１
　ホームページ http://www.sano-tennis.com/
　大会の情報など、随時更新しています。

　ぜひご覧ください。

▲平成２３年８月に開催した「さのラーメンカップ」
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○プロフィール

昭和１２年４月２０日生（７５歳）

関東還暦軟式野球連盟常任理

事、栃木県還暦軟式野球連盟

会長、佐野市野球協会会長、

ＮＰＯ法人佐野生涯野球倶楽

部理事長、佐野還暦野球クラ

ブ監督　　　

新
あらいしげみつ

井重光さん
（出流原町）

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
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ジ
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ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

梅
雨
に
入
り
湿
気
の
多
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
佐
野
厄
除
け
大
師
の
前
ご
住
職
、
旭

岡
聖
順
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
、
先
月
告
別
式
が
多
く
の
参
列
者
の
中
、

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
旭
岡
さ
ん
は
社
会
福
祉
活
動
に
熱

心
な
方
で
、
市
政
功
労
や
紺
綬
褒
章
も
数
多
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
振
興
事
業
団
の
理
事
長
や
、
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
本
市
の
観
光
立
市
に
つ
い
て
も
深
い
理

解
を
示
さ
れ
、
佐
野
市
を
広
く
P
R
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に

惜
し
い
方
を
亡
く
し
、
残
念
な
思
い
で
一
杯
で
す
。
個
人
的
に
も
恩

師
と
し
て
教
え
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
、
雨
に
濡
れ

る
紫
陽
花
を
見
て
い
る
と
何
か
と
故
人
が
偲
ば
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
先
月
は
各
種
団
体
の
総
会
な
ど
が
数
多
く
開
催
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
N
P
O
団
体
、
町
会
、
福
祉
、
教
育
、
商
工
業
、
農
林
業
、

建
設
業
、
防
犯
・
防
災
関
係
団
体
な
ど
、
私
も
時
間
の
許
す
限
り

出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
話
を
聞
く
と
、
長
引
く
経
済
不
況

の
中
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
と
創
意
工
夫
し
て
事
業
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

本
市
も
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
行
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

規
模
な
も
の
だ
け
で
も
、
新
庁
舎
建
設
を
は
じ
め
、
消
防
庁
舎
や

保
育
園
の
建
設
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
、
産
業
団
地
の
整
備
、
イ

ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
推
進
な
ど
、
計
画
的
に
迅
速
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
恵
ま
れ
た
高
速
交
通
網
を
活
か
す

幹
線
道
路
に
つ
い
て
も
、
東
部
幹
線
、
山
形
寺
岡
線
（
赤
見
バ
イ

パ
ス
）
や
県
道
桐
生
岩
舟
線
、
市
道
１
号
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
予
算
の
特
色
で
あ
る
「
将
来

を
見
据
え
た
投
資
」
を
効
果
的
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
正
英

生
涯
現
役
、

野
球
大
好
き
人
生

　

小
学
生
の
時
か
ら
長
く
野
球
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
新
井
さ
ん
は
、
地
元
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
平
成
８
年
、

58
歳
の
と
き
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
還
暦
野
球
チ
ー
ム
を
誕

生
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
初
は
25
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
、
実
績

が
な
い
こ
と
も
あ
り
練
習
試
合
の
相
手
を

見
つ
け
る
の
も
苦
労
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
現
在
は
還
暦
、
古
希
（
※
70
歳
）
を

合
わ
せ
て
40
人
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
囲
ま

れ
、
現
役
選
手
と
し
て
、
ま
た
、
監
督
と

し
て
野
球
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
練
習
の
様
子
を
拝
見
し
ま
し
た

が
、
開
始
前
と
後
に
は
た
っ
ぷ
り
時
間
を

か
け
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

が
怪
我
を
最
小
限
に
留
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
週
２
回
の
練
習
と
公
式
戦
約

50
試
合
へ
の
参
加
で
、
年
間
約
１
５
０
日

間
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
続
け
る
に
は
大
事

な
こ
と
で
あ
り
、
新
井
さ
ん
の
手
抜
き
し

な
い
姿
勢
が
伺
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
「
何

と
い
っ
て
も
女
房
の
手
料
理
が
一
番
！
栄

養
管
理
も
完
璧
で
、
健
康
で
い
ら
れ
る
源

で
す
」
と
奥
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
生
涯
野
球
大
会
で
２
度

の
優
勝
の
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
新
井
さ

ん
の
目
標
は
い
つ
で
も
全
国
大
会
の
頂
点

に
立
つ
こ
と
で
あ
り
、「
試
合
に
は
平
常

心
で
の
ぞ
み
、
負
け
る
気
に
な
ら
な
い
こ

と
が
勝
つ
喜
び
に
繋
が
る
。
こ
れ
か
ら
も

打
っ
て
走
っ
て
投
げ
て
頭
を
使
っ
て
と
、

生
涯
現
役
を
目
標
に
身
を
も
っ
て
実
行
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

足
利
工
業
高
校
時
代
に
は
甲
子
園
を
目

指
し
汗
を
流
し
ま
し
た
が
叶
わ
ず
、
そ
の

夢
は
息
子
さ
ん
が
頑
張
っ
て
実
現
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
今
、
お
孫
さ
ん
の
学

童
野
球
の
指
導
に
も
足
を
運
ん
で
い
る
新

井
さ
ん
に
は
暇
な
時
間
な
ど
ひ
と
時
も
な

い
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
新
井
さ
ん
は
皆
さ
ん
に
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
「
仲
間
は
一
人
で
も
多

い
方
が
い
い
。
一
緒
に
野
球
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
」と
。（
市
民
記
者　

山
﨑
ち
か
子
）

▲チームメイトとともに
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佐
野
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
構
想
に
つ
い
て　

　

私
は
平
成
17
年
に
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、「
内
陸
に
港
を
」
と
い
う
夢
を
掲
げ
、「
内

陸
型
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
実
現
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
夢
も
実
現

に
向
け
て
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
内
陸
型
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
に
つ
い
て
は
、私
の
1
期
目
の
選
挙
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
市
長
就
任
後
、
平
成
17
年
度
か
ら
市
の
内
部
に
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
市
と
し
て
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
内
陸
型
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ど
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
21
年
3
月
に
、
国
土
交
通
省
交
通
政
策
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
、

そ
の
中
で
※
「
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」
と
い
う
新
た
な
概
念
が
示
さ
れ
、
更
に
は
、
国
の

港
湾
政
策
で
あ
る
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
」
と
、
本
市
が
検
討
し
て
い
る
「
内
陸
型

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想
」
が
一
致
し
た
た
め
、
国
や
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

自
治
体
と
も
ご
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
22
年
5
月
に
「
佐
野
市
内
陸
型
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
研
究
会
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
港
湾
計
画
の
専
門
家
で
あ
り
ま
す
筑
波
大
学
の
岡
本
直
久
准
教
授
を
、

国
土
交
通
省
よ
り
ご
推
薦
い
た
だ
き
、
委
員
長
と
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
委
員
な

ど
に
は
、
国
、
県
、
京
浜
港
の
関
係
者
や
市
議
会
代
表
と
し
て
議
長
、
副
議
長
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
2
年
間
を
か
け
、
そ
の
必
要
性
や
諸
課
題
の
調
査
、
検
証
を
行
い
、「
佐
野

イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
構
想
書
」
と
し
て
ま
と
め
、
平
成
24
年
2
月
21
日
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
4
月
か
ら
新
た
に
市
役
所
に
「
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
推
進
室
」
を
設
置
し
、

国
・
県
・
京
浜
港
な
ど
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
、
事
業
計
画
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
検
討
項
目
を
整
理
し
、
佐
野
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
の
実
現
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
市
長　

岡
部　

正
英

※「インランドポート」とは

　国外から輸出入される貨物の多くは、コンテナという大きな箱型の輸送容器で運ばれています。その

コンテナを集配、保管、通関などできる場所として、あたかも港湾が内陸部にあるかのように機能し、

共同でコンテナを利用することができる物流拠点の新しい概念です。

佐野インランドポート　物流の流れ・イメージ図

輸出者

輸入者

港

佐野インランドポート

佐野インランドポートは、輸出入する貨物の集積地となり、内陸部と港の間の輸送を効率化します。

⇔
⇔

⇔
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佐野インランドポート構想書の検討項目

1. 現状と課題の整理　

2. 基本方針の作成

3. 候補地の選定

4. 佐野インランドポート機能の検討

5. 佐野インランドポートの需要の検討

6. 事業化計画の検討

7. 今後の課題

佐野インランドポート実現に向けた
これまでの経過

平成１７年

５月

佐野内陸型コンテナターミナル整備構

想検討委員会を設置。

平成２１年

３月

国土交通省の交通政策審議会の答申で

「インランドポート」の必要性が記述さ

れる。
平成２２年

５月

「佐野市内陸型コンテナターミナル研究

会」が発足される。

平成２３年

４月

同研究会で、「佐野市内陸型コンテナターミ

ナル研究会報告書」が取りまとめられる。

平成２４年

２月

同研究会で、最終報告書の「佐野インラ

ンドポート構想書」が取りまとめられる。

研究会の委員長より、佐野市長へ構想書

が提出される。
平成２４年

４月

佐野市役所の組織に「インランドポー

ト推進室」を設置。

「佐野市内陸型コンテナターミナル研究会報告書」、「佐

野インランドポート構想書」は、市のホームページ

のインランドポート推進室のページ (http://www.city.

sano.lg.jp/kakuka/inlandport.html) で公開しています。

　今後は上記の構想書を踏まえ、関係機関

と調整しながら進めていきます。

　このインランドポートに関連した情報を、

今号から広報さの１日号で毎月お知らせし

ていきます。

■問合せ　インランドポート推進室

　　　　　☎（２０）３０４５

研究会の委員長（筑波大学岡本准教授）より市
長へ構想書が提出

岡部市長から、国土交通省宿利事務次官へ
構想書の報告

佐野市内陸型コンテナターミナル研究会 研究会で東京の港を視察

国や都・県、港湾関係など、関係機関と調整しながら進めてきました。
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叙
勲
・
褒
章
受
章
者

-

敬
称
略
‐

春
の
叙
勲

　

県
法
人
会
連
合
会
副
会
長
や

県
酒
造
組
合
会
長
を
歴
任
し
た

後
、
平
成
23
年
か
ら
佐
野
商
工

会
議
所
会
頭
を
務
め
る
。

　

各
団
体
に
お
い
て
、
正
し
い

納
税
の
指
導
に
尽
力
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
島
町
）

　

昭
和
20
年
田
沼
町
に
入
庁
。

平
成
３
年
に
同
町
を
総
務
課
長

で
退
職
。
そ
の
後
、
平
成
11
年

ま
で
同
町
収
入
役
を
務
め
、
54

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
。　
　
　
　

（
吉
水
町
）

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

　

昭
和
42
年
東
武
鉄
道
に
入
社
。

　

久
喜
駅
長
や
草
加
駅
長
な
ど

を
経
て
、
東
武
野
田
線
の
運
転

士
・
車
掌
を
所
管
す
る
七
光
台

乗
務
管
区
長
を
務
め
退
職
す
る

ま
で
、
地
域
の
鉄
道
事
業
の
発

展
の
た
め
に
尽
力
。　

（
閑
馬
町
）

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
55
年
か
ら
工
業
統
計
調

査
員
な
ど
、
統
計
調
査
員
を
務

め
る
。

　

統
計
功
労
で
昭
和
59
年
労
働

大
臣
表
彰
、
平
成
20
年
経
済
産

業
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
赤
見
町
）

春
の
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

　

昭
和
63
年
か
ら
保
護
司
を
務

め
る
。
佐
野
保
護
区
保
護
司
会

理
事
や
佐
野
市
更
生
保
護
女
性

会
長
と
し
て
、
更
生
を
手
助
け

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
犯
罪

や
非
行
の
予
防
を
図
る
活
動
に

尽
力
。

　

平
成
21
年
法
務
大
臣
表
彰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
町
）

藍
綬
褒
章

　

平
成
３
年
か
ら
宇
都
宮
家
庭

裁
判
所
足
利
支
部
家
事
調
停
委

員
を
務
め
、
現
在
は
民
事
調
停

委
員
を
兼
務
。

　

紛
争
当
事
者
双
方
の
間
に
第

三
者
が
介
入
し
て
、
紛
争
の
解

決
を
図
る
活
動
に
長
年
尽
力
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
沼
町
）

　

昭
和
37
年
佐
野
市
消
防
本

部
に
入
庁
。
平
成
12
年
か
ら

佐
野
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
警
防
課
長
兼
佐
野
消

防
署
長
を
務
め
、
平
成
14
年

消
防
司
令
長
で
退
職
す
る
ま

で
、
地
域
の
防
災
活
動
に
尽

力
。　
　
　
　
　

（
馬
門
町
）

瑞
宝
双
光
章

　

昭
和
44
年
陸
上
自
衛
隊
に

入
隊
。
多
数
の
災
害
に
出
動

す
る
と
と
も
に
、
県
内
通
信

地
誌
調
査
に
よ
る
防
災
活
動

に
従
事
。
通
信
小
隊
長
で
退

官
。　
　
　
　
　

（
田
沼
町
）

島田嘉内
納税

勅使川原 星一
地方自治

藤掛賢治
鉄道業務

賣野 緑
統計調査

高田貴子
更生保護

横塚 加代子
調停委員

大鷲政勝
消防

松島本治
防衛

褒
章

受
章
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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　本人になりすました第三者からの虚偽の届出や、証明書の請求を防止するため、窓口では

本人確認を行っています。

▲

対象となる届出・請求

　戸籍の届出 ( 婚姻、離婚、養子縁組など )、住所変更、印鑑証明、戸籍に関する証明、住民

票の写し、税証明など

▲

本人確認書類　※窓口で提示してください

• 官公署の発行した顔写真つきの身分証明書

　　（運転免許証、パスポート、住民基本台帳カードなど）

• 顔写真のついていないものは２つ提示してください

　　（健康保険証、介護保険被保険者証、年金手帳・年金証書など官公署の発行したもの）

• 代理人が申請する場合は、本人の同意書または委任状が必要です

　　（税証明は本人に代わって家族が申請する場合も同意書などが必要です）

※ご本人の確認が取れない場合、届出・請求などができませんので、窓口にお越しの際は

　必ずお持ちください

■問合せ　佐野総合窓口課　戸籍・住民票☎（２０）３０１６／税証明☎（２０）３０３１

　　　　　田沼総合窓口課☎（６１）１１２４／葛生総合窓口課☎ ( ８６) ４７１３

届出・証明書などの交付について
　東日本大震災の発生に伴い、市役所本庁舎事務室は、昨年１１月から東仮庁舎・南仮庁舎に移転しま
した。

　本庁舎窓口で行っていた戸籍や住民票などの各種証明書交付などは、東仮庁舎で行っており、南仮庁

舎では行っていません。　

　また、葛生総合窓口課についても今年１月３０日から葛生あくと保健センター事務室に移転しました

ので、葛生庁舎葛生総合窓口課で行っていた戸籍や住民票などの各種証明書交付などは、すべて葛生あ

くと保健センター事務室で行っています。

（東仮庁舎）

〒３２７－０８３１　佐野市浅沼町７９８（文化会館北側）☎（２４）５１１１（代表番号）

（葛生あくと保健センター）

〒３２７－０５２５　佐野市あくと町３０８４　☎（８６）４７１３（葛生総合窓口課）

窓
口
で
は
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。

　

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間

ら
し
く
幸
福
に
生
き
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
誰
も
が
生

ま
れ
た
瞬
間
か
ら
持
っ
て
い

る
権
利
で
す
。

　

市
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
次
の
人
権
擁
護

委
員
の
方
々
が
活
動
し
て
お

り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
権
相
談
所
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月

「
広
報
さ
の
」
15
日
号
の
相

談
ガ
イ
ド
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

人
権
推
進
課

☎
（61）
１
２
２
７

お名前 お住まい 電話番号
藤波　一博 村上町 ☎（２２）７２７２
猪脇　満夫 大和町 ☎（２２）０２７３
亀田　四郎 富士見町 ☎（８５）４２４１
熊倉セツ子 黒袴町 ☎（２３）４６０３
田沼　悦子 馬門町 ☎（２２）００２１
秋野　勝三 堀米町 ☎（２３）１２３０
大川　博子 本町 ☎（２２）００５４
半谷　昌弘 牧町 ☎（８５）４５８８
栗原　哲夫 山形町 ☎（６５）０８４８
加藤　敏子 船津川町 ☎（２４）１２４８
山﨑　光子 栃本町 ☎（６２）００５６
野尻　真弓 田沼町 ☎（６２）８８４１

人権擁護委員（敬称略）
（平成２４年６月１日現在）

「みんなで築こう　人権の世紀　～考えよう　

相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～」

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？
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市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書

を
発
送
し
ま
す

　平成２４年度に納めていただく市・県民税の納税通知書を、６月１１日（月）に発送します。

内容を確認のうえ、納期限までに納めてください。

　今回の納税通知書は、平成２３年１月１日から平成２３年１２月３１日までの所得に対す

る市・県民税となります。また、今年度より適用される税制改正により市・県民税の税額が

大きく変わる場合があります。

【主な制度改正点】

◆扶養控除が見直されました。　　　　　　　　　　　　　

1. １６歳未満の扶養親族（平成８年１月２日以後の生まれの方）に対する扶養控除 （３３万

円）が廃止されました。

2. 年齢１６歳以上１９歳未満（平成５年１月２日から平成８年１月１日生まれ）の方に対

する扶養控除の上乗せ部分（１２万円）  が廃止され、扶養控除の額が３３万円となりま

した。これに伴い、特定扶養親族の範囲が、扶養親族のうち年齢１９歳以上 ２３歳未満（昭

和６４年１月２日から平成５年１月１日生まれ）の扶養親族とされました。

◆同居特別障害者加算の特例措置の組み替え

　控除対象配偶者または扶養親族が同居の特別障害者である場合の控除額の加算措置が、配

偶者または扶養控除の額への加算から、特別障害者に対する障害者控除の額（３０万円）に

２３万円を加算することに改められました。これにより全体としての控除額が変わるもので

はありません。

◆寄附金税制について

　平成２３年１月１日以後に支払われた寄附金について、寄附金税額控除の適用下限額が５

千円から２千円に引き下げられました。

※給与からの特別徴収 ( 給与からの天引き ) の方は、事業所へ明細を送付しましたので、

　勤務先からの ｢特別徴収税額の決定通知書｣ をご確認ください

■
市
民
税
課

☎
（20）
３
０
０
８

スポーツ・プログラムの参加者を募集　■運動公園管理事務所☎（２５）０４０３
　新しいスポーツ・プログラムがスタートします。楽しく体を動かし健康を維持しましょう。

　各プログラム定員は先着２０人、会場は運動公園（空手のみ佐野武道館）です。

　※初回は体験会として無料で参加できます▲
申込　６月７日（木）午前９時以降に、電話で、運動公園管理事務所　（月曜日・祝日の翌日休館）

　　　　☎（２５）０４０３へ

プログラム 曜日 時間 対象者 内容 料金

卓球教室 火 午前１０時～正午

一般

基本を学びたいという方向けの

レッスンです。
１，５７５円／回

シェイプ&ストレッ

チ
火 午後２時～２時４０分

簡単な筋力トレーニングとスト

レッチを行います。
５２５円／回

らくらく健康運動 火 午後３時～３時４０分
日常生活で必要とされる運動を

取り入れた教室です。
５２５円／回

エアエクササイズ 火 午後４時～４時４０分
空気と水を入れた器具を使った簡

単エクササイズをしましょう♪
５２５円／回

スポーツ教室

木 午後３時１０分～３時５５分
親子教室

( 未就園児 )

親子で触れ合いながら運動機能

の向上を図ります。
５２５円／回

木 午後４時～４時５５分 園児
さまざまなスポーツに触れてみ

てましょう。
４，２００円／月

木 午後５時～５時５５分
小学生

(1 ～ 3年 )

更なる運動能力の向上を図りま

す。
４，２００円／月

空手道教室

火 午後４時～４時５５分 園児
「礼儀」「勇気」「思いやり」の基

礎を構築します。
３，１５０円／月

火 午後５時～５時５５分 小学生～
礼儀作法を身につけ、健康で柔

軟な心身を育成する。
３，１５０円／月
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種別 作業区分 単位 単価（円） 摘要

耕起

耕耘 10a 5,500 砂利などの多い場合割増（1,500 円限度）

パワーディスク
（深耕）

10a 5,500

プラソイラー 10a 5,500

代かき 10a 11,000 荒代・植代。砂利などの多い場合割増（1,500 円限度）

育苗 管理 1枚 525 配達は、別料金　1枚 50 円

田植 機械植 10a 9,000 側条施肥付。配達は、別料金 1枚 50 円

収穫

コンバイン（ 米 ） 10a 20,000
倒伏率に比例割増（※）
わら結束の場合 3,000 円増

コンバイン（ 麦 ） 10a 20,000 同　上

バインダー 10a 9,900

ハーベスター 10a 12,100

乾燥・調整 1俵 1,800 籾摺りまで（水分過多は追加料金）　

運搬 10a 1,900

収穫セット料金（米） 10a 33,000 7 俵基準

収穫セット料金（麦） 10a 32,000 6 俵基準

管理

ヘーベーラ 10a 8,000 へーメーカー使用は 1,000 円割増

ロールベーラ 10a 8,000

ライムソアー 10a 2,500

畔塗り 1m 50

トレンチャー 1m 150

弾丸暗渠 アワメーター 8,800

農作業一般（1時間当たり） 750 作業内容により増・減あり

※圃場整備済の農地対象。約１０％倒伏で料金１０％割増、全面なら２倍となります◎燃料費・消費税込み

６月１６日（土）に、みかもクリーンセンターで「エコキャンドル作り講座」を行います（本紙Ｐ .１６参照）。
クールアースデーの夜に点火するキャンドルも作りますので、ぜひご参加ください。　　　　　　　　　

地球温暖化防止のためのＣＯ２削減

ライトダウンキャンペーン／一斉ライトダウン／

クールアースデー２０１２ｉｎ ＳＡＮＯ

【ライトダウンキャンペーン】　
　温暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭の電気を消すよう呼びかける「ＣＯ２削減／ライトダウン

キャンペーン」を、６月２１日 ( 木 ) から７月７日（土）までの期間、午後８時から１０時の間に実施します。

　ライトアップに馴れたわたしたちが、日頃いかに照明を使用しているかを実感し、日常生活の中で温暖

化対策を実践していくことを目的としたキャンペーンです。

　各家庭、事業所、店舗での消灯の実施に、ご協力をお願いします。実施期間中の午後８時から１０時ま

での間の消灯にご協力ください。

【一斉ライトダウン】
　期間中の６月２１日（木）〔夏至の日〕と、７月７日（土）〔七夕〕の２日間を特別実施日とし、午後８時か

ら１０時の間、一斉ライトダウンを実施します。

　一斉ライトダウンにご協力いただける市内事業所の皆さんは、市ホームページより参加票をダウンロー

ドし、電子メールまたは、ファックスで環境政策課にご提出ください。なお、市ホームページに、結果報

告とともにご紹介します。

【クールアースデー２０１２ｉｎＳＡＮＯ】
　地球温暖化防止を考え、日常からできる省エネ活動に取り組むきっかけとなるイベントを開催します。

　当日は「ぱるぽーと２ｎｄアニバーサリー」を同時開催。合わせてお越しください。

▲

日時　７月１日（日）午後３時～７時３０分　

▲

会場　佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」周辺

▲

主催　佐野市環境ネットワーク会議

▲

内容　エコキャンドル点火によるライトダウン、環境に関するセミナーとブース、太陽光発電、

　　　　電気自動車の展示など　　　　　　　　　　※時間、内容は変更になる場合があります

■申込・問合せ　環境政策課☎（６１）１１５５・FAX（６２）６３７７・　 kankyou@city.sano.lg.jp

09

農
作
業
の
標
準
料
金
を
参
考
に

　

本
年
度
の
農
作
業
の
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
休
日
は
７
月
７
日
（土）
と
８
日
（日）
で
す
。

■
農
業
委
員
会

☎
（61）
１
１
５
１

平成２４年度農作業標準料金表
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日
午
前
10
時
〜
正
午
で
す

▼
会
場　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ 

（
宇
都
宮
市
）

▼
内
容　

① 

難
聴
者
の
困
り
ご

と
個
別
相
談
、
②
補
聴
器
相
談
、

③ 

人
工
内
耳
相
談
、
④ 

難
聴
者

に
役
立
つ
機
器
の
情
報
な
ど　

■
問
合
せ　

N
P
O
法
人
栃
木

県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

☎
０
２
８
５
（５１）
１
３
２
５
、

℻  
０
２
８
５
（５１）
１
３
２
６
、

　

tcnks58@
sky.ucatv.ne.jp

ひ
き
こ
も
り
相
談

悩
ま
ず
ご
相
談
を

　

家
族
・
ご
本
人
か
ら
の
相
談

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
市
の
相
談
窓
口
】

・
障
が
い
関
係
の
相
談　
　
　
　

障
が
い
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
２
５

・
福
祉
全
般
の
相
談

社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３
０
２
０

・
健
康
の
相
談　
　
　
　
　

健
康
増
進
課
☎
（２４）
５
７
７
０

【
県
の
相
談
窓
口
】

・
安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４
（４１）
５
８
９
５

■
問
合
せ　

障
が
い
福
祉
課
☎
（２０）

３
０
２
５

分
は
自
己
負
担
）

※
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と

５
年
間
は
再
接
種
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

今
年
度
か
ら
７７
歳
の
方
へ
の

敬
老
祝
金
を
廃
止
し
ま
す

　

88
歳
、
99
歳
、
100
歳
以
上
の

方
へ
の
祝
金
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
無
料
）

▼
日
時　

６
月
16
日
〜
７
月
14

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
・
全
５

回
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス(

大

橋
町
１
５
４
２
‐
１)

▼
申
込　

電
話
で
、
佐
野
市
視

覚
障
が
い
者
鳩
の
会
（
山
根
会

長
宅
）
☎
（２４）
１
５
５
１
へ

■
問
合
せ　

障
が
い
福
祉
課
☎
（２０）

３
０
２
５

補
聴
器
・
人
工
内
耳
・
難
聴

者
の
無
料
相
談
会

▼
日
時　

６
月
24
日
（日）
か
ら
開

始
し
ま
す
。
以
降
、
毎
月
第
４

日
曜
日
に
開
催
し
、
時
間
は
各

10

健
康
福
祉

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
禁
煙

相
談
）
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す

▼
会
場　

佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

個
別
相
談
で
す

①
初
回
面
接
…
呼
気
中
の
一
酸

化
炭
素
濃
度
、
尿
中
ニ
コ
チ
ン

濃
度
測
定
検
査

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
…
検
査
後
、

約
３
カ
月
間
に
５
回
の
電
話
ま

た
は
面
接

■
申
込　

健
康
増
進
課
☎
（24）
５
７

７
０

５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」、

５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は

「
禁
煙
週
間
」
で
す

佐
野
市
民
の
た
め
の
講
演
会

「
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か

ら
守
る
た
め
に
〜
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
医
療
支
援

活
動
を
通
し
て
〜
」

▼
日
時　

６
月
１７
日
（日）
午
前
10

時
開
演

▼
会
場　

田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師　

菅
谷
昭
さ
ん
（
長
野

県
松
本
市
長
）

※
申
し
込
み
不
要
、
無
料
で
す

■
問
合
せ　

健
康
増
進
課
☎
（24）
５

７
７
０

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま

す
　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
の

方
を
対
象
に
、
問
診
お
よ
び
歯

周
組
織
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付

し
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
増
進
課
☎
（24）
５

７
７
０

保
健
セ
ン
タ
ー
で
働
く

臨
時
嘱
託
員
を
募
集

▼
対
象
・
定
員　

８
月
20
日
（月）

か
ら
勤
務
で
き
る
保
健
師
の
資

格
を
有
す
る
方
・
２
人

▼
申
込　

７
月
23
日
（月）
ま
で
に
、

履
歴
書
と
保
健
師
免
許
証
、
写

真
（
履
歴
書
と
同
じ
も
の
）
１

枚
を
お
持
ち
の
う
え
、
直
接
、

健
康
増
進
課
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（24）
５
７
７
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
を
助
成
し
ま
す

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

予
防
接
種
の
接
種
日
に
満
70
歳

以
上
の
方

※
助
成
は
生
涯
１
回
限
り
で
す

▼
内
容　

３
５
０
０
円
（
超
過
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（金）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
、
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
生
涯
学

習
課
（
〒
３
２
７
‐
０
３
９
８

佐
野
市
田
沼
町
９
７
４
‐
１
、

℻
  
（62）
６
０
０
８
）
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（61）
１
１
７
４

く
ず
う
原
人
ま
つ
り
の

ス
タ
ッ
フ
と
出
演
者
の
募
集

　

８
月
25
日
（土）
・
26
日
（日）
に
嘉
多

山
公
園
で
行
わ
れ
る
く
ず
う
原

人
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ
、
お
祭

り
当
日
の
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
へ

の
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

く
ず
う
原
人
ま
つ

り
事
務
局
☎
(85)
２
５
３
９ 

原
人
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://genjin.info

）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
５
月
１
日
号
９
ペ
ー
ジ

で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

一
般
社
団
法
人
佐
野
工
業
団
地

総
合
管
理
協
会
様
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
付
の
使
途
の
掲
載
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、「

東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
支
援
」
で
す
。
訂
正

し
て
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

市
長
と
の
お
し
ゃ
べ
り
ラ
ン

チ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
長
を
囲
ん
で
昼
食
を
と
り
な

が
ら
、
市
政
の
身
近
な
テ
ー
マ
を

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

平
成
25
年
２
月
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
実
施
日
は
後
日
調
整
し
ま
す

▼
時
間　

正
午
〜
午
後
１
時

▼
会
場　

市
役
所
南
仮
庁
舎

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
で

構
成
す
る
５
人
か
ら
10
人
の
グ

ル
ー
プ
（
大
学
生
以
上
）

※
個
人
で
の
申
し
込
み
、
既
に
実

施
し
た
グ
ル
ー
プ
は
不
可

▼
費
用　

お
ひ
と
り
５
０
０
円

程
度
（
昼
食
代
）

■
申
込　

電
話
で
、
政
策
調
整

課
☎
（２０）
３
０
３
７
へ

施
設
め
ぐ
り
の
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す

▼
期
日　

①
７
月
10
日
（火）
、
②

８
月
30
日
（木）
、
③
９
月
27
日
（木）
、

④
10
月
18
日
（木）

▼
対
象　

15
人
か
ら
30
人
ま
で

の
市
内
各
種
団
体
（
児
童
・
生

徒
を
対
象
と
し
た
団
体
以
外
で
、

11

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

初
め
て
応
募
す
る
団
体
）

※
希
望
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
見
学
施
設　

み
か
も
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
昼

食
代
な
ど
は
実
費
）

■
申
込　

６
月
29
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
政
策
調
整
課
☎
（２０）

３
０
３
７
へ

夏
季
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
入
所

児
童
を
募
集
し
ま
す

▼
期
間　

７
月
23
日
（月）
〜
８
月

30
日
（木）
（
第
３
土
曜
日
、日
曜
日
、

８
月
13
日
（月）
〜
16
日
（木）
を
除
く
）

▼
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

▼
対
象　

保
護
者
が
仕
事
な
ど

で
、
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

で
、
保
護
者
が
送
迎
で
き
る
小

学
校
１
〜
４
年
生
（
現
在
の
利

用
者
で
は
な
く
新
規
の
方
）

▼
募
集
人
数　

50
人
程
度

▼
受
け
入
れ
ク
ラ
ブ　

中
央
・
第

１
植
野
・
犬
伏
・
吾
妻
・
石
塚
・

吉
水
・
三
好
・
山
形
・
葛
生
・
葛

生
南
・
常
盤
の
各
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

▼
申
込　

６
月
15
日
（金）
〜
29
日

（金）
の
間
に
、
こ
ど
も
課
（
東
仮

庁
舎
）、
田
沼
・
葛
生
の
各
総
合

窓
口
課
、
お
よ
び
各
こ
ど
も
ク

ラ
ブ
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

記
入
の
う
え
、
就
労
証
明
書
な

ど
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
直

接
、
こ
ど
も
課
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
２
３

佐
野･

芦
屋
青
少
年
交
流

事
業
へ
の
参
加
者
募
集

▼
日
時　

８
月
22
日
（水）
〜
24
日

（金）
の
２
泊
３
日　

▼
会
場　

佐
野
市
内
（
あ
き
や

ま
学
寮
ほ
か
）

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
５
年
生
〜
中
学
２
年
生　

（
事
前
の
説
明
会
と
研
修
会
に
出

席
で
き
る
方
）

※
事
前
説
明
会
は
７
月
21
日
（土）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
に
、
事

前
研
修
会
は
①
７
月
28
日
（土）
、

②
８
月
11
日
（土）
の
午
前
９
時
〜

正
午
に
、
そ
れ
ぞ
れ
田
沼
中
央

公
民
館
で
行
い
ま
す

▼
内
容　

鋳
物
づ
く
り
・
ま
ち

な
か
散
策
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
体
験
・

化
石
発
見
・
梨
収
穫
体
験
ほ
か

▼
定
員　

20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用　

１
万
円
（
研
修
費
、

保
険
料
な
ど
）

▼
申
込　

学
校
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
た
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
６
月
29
日

募

集
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チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！！

■
問
合
せ　

文
化
会
館
☎
（24）
７
２

１
１

週
末
よ
し
も
と

「
浅
草
花
月 

in 

佐
野
市
」

▼
日
時　

７
月
７
日
（土）
午
後
５

時
30
分
開
演
（
午
後
５
時
開
場
）

▼
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
出
演　

オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人
、

森
三
中
ほ
か

▼
入
場
料　

前
売
３
５
０
０
円
、

当
日
４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
託
児
室
あ
り
（
有
料
５
０
０
円
、

６
月
30
日
（土）
ま
で
に
要
予
約
）

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！！

■
問
合
せ　

文
化
会
館
☎
（24）
７
２

１
１

い
ま
い
ゆ
う
ぞ
う
＆

は
い
だ
し
ょ
う
こ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　

９
月
22
日
（祝）
①
正
午

開
演
、
②
午
後
２
時
30
分
開
演

（
開
場
は
各
開
演
の
30
分
前
）

▼
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

３
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

※
託
児
室
あ
り
（
有
料
５
０
０

円
、
９
月
15
日
（土）
ま
で
に
要
予
約
）

▼
前
売
り　

６
月
９
日
（土）
午
前

12

幻
想
的
に
輝
く
ホ
タ
ル
の
観

察
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

７
月
２
日
（月）
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所　

田
沼
庁
舎

▼
定
員　

先
着
30
人
（
無
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
持
ち
物　

懐
中
電
灯
な
ど

■
申
込　

６
月
22
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
環
境
政
策
課
☎
（61）
１
１

５
５
へ

ホ
タ
ル
祭
り
を
開
催
し
ま
す

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

▼
日
時　

６
月
16
日
（土）
午
後
６

時
〜
９
時
（
雨
天
の
場
合
は
17

日
（日）
に
順
延
）

▼
会
場　

須
花
坂
公
園
憩
い
館

▼
内
容　

下
彦
間
太
鼓
、
こ
ど
も

も
ち
つ
き
大
会
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
会

（
午
後
８
時
よ
り
農
道
散
歩
）、
各

種
飲
食
物
の
販
売
な
ど

■
問
合
せ　

同
館
☎
（65）
０
１
５
３

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
の
み
営
業
）

６
月
の
茶
会

▼
日
時　

６
月
17
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
会
場　

万
葉
の
里
・
城
山
記

念
館
和
室

▼
席
主　

勅
使
川
原
宗
静
さ
ん

（
佐
野
市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・

表
千
家
）

▼
茶
券　

５
０
０
円
（
当
日
可
）

■
問
合
せ　

同
館
☎
（23）
０
７
２
８

講
談
師
・
神
田
愛
山
公
演

怪
談
噺
の
会
「
四
谷
怪
談
」

▼
日
時　

７
月
７
日
（土）

昼
の
部
…
午
後
２
時
〜

夜
の
部
…
午
後
６
時
〜

▼
会
場　

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
ま
ち
な
か
活
性
化
ビ
ル

「
佐
野
未
来
館
」
２
階
）

▼
定
員　

各
回
先
着
50
人

（
無
料
・
完
全
予
約
制
）

■
申
込　

電
話
で
、
文
化
振
興

課
☎
（61）
１
１
６
４
へ

田
中
あ
か
ね 

with 

ウ
ィ
ー
ン

弦
楽
三
重
奏
団

▼
日
時　

９
月
17
日
（祝）
午
後
３

時
開
演
（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

▼
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

一
般
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
全
席

自
由
席
）

※
託
児
室
あ
り
（
有
料
５
０
０

円
、
９
月
10
日
（月）
ま
で
に
要
予
約
）

10
時
か
ら
同
館
窓
口
、
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
、
午
後
１
時
か
ら
同
館

電
話
予
約
、
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ

ト■
問
合
せ　

文
化
会
館
☎
（24）
７
２

１
１

「
は
じ
め
て
の
新
体
操
教
室
」

▼
日
時　

６
月
30
日
〜
７
月
14

日
の
各
土
曜
日
、
全
３
回
。
各

日
午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場　

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

▼
対
象　

年
中
〜
小
学
校
低
学

年
ま
で
（
５
〜
10
歳
程
度
）

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
費
用　

３
０
０
０
円

■
申
込　

６
月
５
日
（火）
午
前
９
時

以
降
、
電
話
で
、
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ

ま
☎
（61）
１
１
５
３
へ
（
月
曜
休
館
）

さ
の
市
民
討
議
会
２
０
１
２

　

無
作
為
で
選
ば
れ
た
市
民
25

人
が
「
新
市
庁
舎
建
設
に
伴
う

佐
野
市
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ

に
議
論
し
ま
す
。
見
学
は
自
由

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

７
月
１
日
（日）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時　

▼
会
場　

道
の
駅
ど
ま
ん
な
か

た
ぬ
ま

催

物

し
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平
成
24
年
度
に
お
け
る

教
科
書
展
示
会
を
開
催

▼
日
時　

６
月
５
日
（火）
〜
７
月

４
日
（水）
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場　

安
蘇
庁
舎
５
階

▼
展
示　

平
成
23
年
度
か
ら
４

年
間
使
用
の
小
学
校
教
科
書
、

平
成
24
年
度
か
ら
４
年
間
使
用

の
中
学
校
教
科
書
、
平
成
25
年

度
か
ら
使
用
の
高
等
学
校
教
科

書
、
平
成
25
年
度
使
用
の
小
・

中
学
校
特
別
支
援
学
級
用
図
書

■
問
合
せ　

安
足
教
育
事
務
所

☎
（23）
１
４
７
１

教
育
委
員
会
委
員
長
、

委
員
に
就
任

　

次
の
方
が
５
月
19
日
付
で
、
教

育
委
員
会
委
員
長
、
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

■
問
合
せ　

教
育
総
務
課
☎
（61）
１

１
７
１

13

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

ご予約・お問い合わせは

レイクサイド佐野予約受付まで
（8：30～17：15）

佐野市民の方は、１０月３１日分までの
宿泊予約を受け付けます

６月１日～
市民優先予約
１０月分
受付開始

佐野市民は市外利用者に先がけて、利用する日の
属する月の４ヵ月前の１日から予約ができます。
紅葉シーズンのお申し込みはお早めにどうぞ！！

■１泊用■
６/３（日）６/８（金）６/１９（火）
７/５（木）８/２（木）８/２９（水）
９/８（土）１０/３（水）１０/１５（月）
■２泊用■
６/１１（月）６/２７（水）７/１０（火）
７/１９（木）８/２０（月）９/１３（木）
１０/１１（木）１０/２３（火）

グループホーム

利用者
  募集中！！
利用者
  募集中！！
利用者
  募集中！！

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

あおぞらあおぞら やまなみやまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

せせらぎせせらぎ

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

■
問
合
せ　

佐
野
青
年
会
議
所

☎
（22）
２
８
８
０
（
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
）

子
ど
も
手
当
・
児
童
手
当
の

６
月
期
支
払

　

６
月
15
日
（金）
に
子
ど
も
手
当

と
児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。

　

支
払
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん

の
で
、
通
帳
を
記
帳
し
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
は
（
２
月
・
３
月

分
）、
児
童
手
当
は
（
４
月
・
５

月
分
）
を
お
支
払
い
し
ま
す

■
問
合
せ　

こ
ど
も
課
☎
（２０）
３
０

２
３

児
童
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ

ず
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

　

現
況
届
が
必
要
な
方
に
は
、

６
月
上
旬
に
現
況
届
の
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
郵
送
で
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
記
入
・
押
印
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、

６
月
中
に
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
を
し
な
い

と
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
外
国
籍
の
方
は
、
在
留
資
格

の
確
認
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

こ
ど
も
課
☎
（２０）
３
０

２
３

市
外
の
私
立
幼
稚
園
に
通
園

さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ

　

市
で
は
保
育
料
・
入
園
料
の

一
部
を
幼
稚
園
を
通
じ
て
一
定

条
件
に
お
い
て
補
助
し
て
い
ま

す
。「
佐
野
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
市
外
の
私
立
幼
稚
園
に
通

園
し
て
い
る
園
児
」
の
保
護
者

の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

保
育
課
☎
（２０）
３
０
３
８

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
強
制
・

強
要
、
暴
行
・
虐
待
な
ど
を
め

ぐ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
強
化
週
間
電
話
相
談
開
設
日

時　

６
月
25
日
（月）
〜
７
月
１
日

（日）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
）

※
強
化
週
間
中
以
外
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
土
・
日
曜

日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

■
問
合
せ　

「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
全
国
共
通
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
の

ご
紹
介(

６
月
１
日
付)

・
町
田
文
雄
さ
ん
（
堀
米
町
・
菊

川
上
東
）

・
渡
邊
和
世
さ
ん
（
栃
本
・
田
沼

北
部
地
区
主
任
児
童
委
員
）

■
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎
（２２）
３

０
２
０

県
立
足
利
中
央
特
別
支
援

学
校
の
学
校
見
学
会

　

小
学
部
、
中
学
部
の
見
学
会

を
実
施
し
ま
す
。
お
越
し
の
際

は
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

（
小
学
部
）
６
月
12
日

（火）
午
前
９
時
10
分
〜
正
午

（
中
学
部
）
６
月
15
日
（金）
午
前
９

時
10
分
〜
正
午

▼
対
象　

保
護
者
（
来
年
度
入

学
や
転
入
学
す
る
児
童
生
徒
）、

関
係
機
関
職
員
の
方  

※
お
子
さ
ん
の
授
業
体
験
は
あ

り
ま
せ
ん

■
申
込　

同
校
☎
０
２
８
４
（41）

１
１
８
５

お
知
ら
せ

委員長

寺岡　篤
（再任）

委員

内田圭子
（新任）



KOUHOU SANO
H24.6.1

６
月
は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

重
点
監
視
月
間
で
す

　

市
で
は
日
ご
ろ
か
ら
廃
棄
物

等
監
視
員
が
不
法
投
棄
多
発
箇

所
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
行
為

者
へ
の
指
導
、
不
法
投
棄
物
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄

は
付
近
の
住
民
に
対
し
て
多
大

な
迷
惑
を
か
け
る
ほ
か
、
周
辺

環
境
も
悪
化
さ
せ
ま
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
自
分
の
管
理
す
る
土

地
な
ど
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
た

場
合
、
捨
て
た
人
物
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
管
理
者
自
ら
処
理

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
土
地
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ

な
い
よ
う
、
十
分
な
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

環
境
政
策
課
☎
（61）

１
１
５
５

今
月
の
納
税

　

６
月
は
市
・
県
民
税
第
１
期

の
納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（20）
３
０

１
０

上
就
学
前
）
あ
り(

６
月
19
日
( 火 )

締
め
切
り
）

▼
内
容　

就
職
活
動
の
進
め
方
と

ポ
イ
ン
ト
、
就
職
活
動
の
不
安
や

疑
問
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う

▼
講
師　

足
利
公
共
職
業
安
定
所

就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー　

▼
定
員　

20
人
（
無
料
）

■
申
込　

６
月
22
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
男
女
共
同
参
画
課

☎
（27）
２
３
５
４
へ　
　

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

で
の
技
能
講
習
会

■
申
込　

同
校
☎
０
２
８
４
（91）

０
８
０
３
へ

講座名 実施日 定員 受講料

表計算データ処理
（Excel2007 応用編）

6月 12 日（火）、13日（水）
午前 9時～午後 4時

18
人

3,430
円

技能検定準備講習（旋盤、
フライス盤 1級、2級）

6月26日（火）～28日（木）
午前 9時～午後 4時

各
4人

4,820
円

データベースソフトの
活用（Access 編）

7月 3日（火）、4日（水）
午前 9時～午後 4時

18
人

3,430
円

第 2種電気工事士試験
準備講習（実技①）

7月10日（火）～12日（木）
午前 9時～午後 4時

20
人

4,820
円

第 2種電気工事士試験
準備講習（実技②）

7月24日（火）～26日（木）
午前 9時～午後 4時

20
人

4,820
円

14

ご
存
知
で
す
か
？

「
付
加
年
金
」

　

付
加
年
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定

額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
月
額

４
０
０
円
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

方
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

※
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限
を

過
ぎ
る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん

※
老
齢
基
礎
年
金
を
「
繰
上
げ
」

「
繰
下
げ
」
請
求
し
た
場
合
、
付

加
年
金
も
同
様
に
減
額
・
増
額
さ

れ
ま
す

▼
申
請
窓
口　

各
庁
舎
の
総
合

窓
口
課
・
各
支
所

▼
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
印
か
ん

■
問
合
せ　

佐
野
総
合
窓
口
課
年

金
係
☎
（20）
３
０
１
９

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料

で
応
じ
ま
す
。

▼
期
日　

毎
月
第
１
水
曜
日　

▼
会
場　

足
利
労
政
事
務
所

■
問
合
せ　

相
談
希
望
日
の
３
日

前
ま
で
に
、
電
話
で
、
同
事
務
所

☎
０
２
８
４
（41）
１
２
４
１
へ

母
子
家
庭
な
ど
の

就
業
相
談
会
を
開
催

▼
期
日　

６
月
20
日
（水）

▼
会
場　

勤
労
者
会
館

▼
対
象　

就
職
・
転
職
を
希
望
す

る
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

※
託
児
あ
り
（
事
前
申
し
込
み
）

▼
定
員　

お
お
む
ね
５
人

■
申
込　

６
月
15
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
家
庭
児
童
相
談
室

☎
（20）
３
０
０
２
へ

女
性
の
再
就
職
準
備
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時　

６
月
26
日
（火）
午
前
10

時
〜
正
午

▼
会
場　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）

▼
対
象　

再
就
職
を
考
え
て
い
る

女
性
（
子
育
て
中
の
方
歓
迎
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
６
か
月
以

付加
保険料

400 円× 10 年 (120 月 )

＝ 4 万 8000 円

付加
年金額

200 円× 10 年 (120 月 )

＝ 2 万 4000 円（年額）

（例）付加保険料を１０年間
　　納付した場合

・付加年金を２年間受給すると納付した

  付加保険料総額と同額になります。

・上記の付加年金額は、６５歳から受給

  した場合の年金額です。

相談は無料、匿名ＯＫ、秘密は厳守します

佐野地区労働組合会議　わたらせユニオン

TEL.0283-22-2633
平日 午前１１時～午後４時まで受付します

解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます
解解解解解解解解雇雇雇雇雇雇雇ななななななななどどどどどどどど職職職職職職職職場場場場場場場場のののののののの困困困困困困困困りりりりりりりりごごごごごごごごとととととととと
電電電電電電電電話話話話話話話話でででででででで相相相相相相相相談談談談談談談談にににににににに応応応応応応応応じじじじじじじじまままままままますすすすすすすす
解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます
解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます

す



KOUHOU SANO
H24.6.1

里
山
林
整
備
事
業
導
入
地
域

を
募
集
し
ま
す

　

野
生
獣
の
被
害
に
お
困
り
の

地
域
を
対
象
に
、「

明
る
く
安
全
な

里
山
林
整
備
事
業
」
の
導
入
地

域
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
事
業
内
容　

導
入
１
年
目
は

市
が
主
体
と
な
っ
て
山
す
そ
の

や
ぶ
払
い
な
ど
の
整
備
を
行
い
、

２
〜
５
年
目
は
、
町
会
な
ど
の
団

体
に
補
助
金
を
交
付
し
、
１
年

目
に
整
備
し
た
箇
所
の
維
持
管

理
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
「
将
来
ま
で
守
り
育
て
る
里

山
林
の
整
備
」
や
「
通
学
路
や

住
宅
地
周
辺
の
里
山
林
の
整
備
」

と
い
っ
た
事
業
も
あ
り
ま
す

■
問
合
せ　

導
入
の
希
望
な
ど

は
、
農
山
村
振
興
課
☎
（61）
１
１
６

３
へ

水
道
管
の
漏
水
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

水
道
局
で
は
水
道
管
の
漏
水

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
は
、

交
通
量
の
少
な
い
夜
間
に
、
消
火

栓
な
ど
を
利
用
し
路
面
か
ら
漏

水
音
を
探
す
方
法
や
、
昼
間
ご

家
庭
の
止
水
栓
、
水
道
メ
ー
タ
ー

を
調
査
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
が
伺
っ
た
際
は
、
ご

協
会
事
業
部
事
業
企
画
課

☎
０
２
８
（
６
５
０
）
５
５
８
７

平
成
24
年
度
税
務
職
員

採
用
試
験

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

し
込
み
を
６
月
26
日
（火）
午
前
９

時
〜
７
月
５
日
（木）
に
、
郵
送
ま

た
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み
を

７
月
２
日
（月）
〜
10
日
（火）
の
期
間
、

受
け
付
け
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

関
東
信
越
国
税
局

☎
０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
員
は
常
時
、
市
の
腕
章
と
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
調
査
地
域　

市
内
全
域

▼
調
査
期
間　

６
月
上
旬
〜
平

成
25
年
３
月
上
旬

■
問
合
せ　

水
道
局
☎
（２２）
１
６
９
６

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

で
す

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
に
よ

る
大
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土
石

流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
大
切
な
家
庭

を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
気
象

情
報
に
注
意
し
、
安
全
な
避
難

場
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
土
砂

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

危
機
管
理
課
☎
（20）
３

０
５
６

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
改
修

工
事

　

平
成
25
年
１
月
16
日
（水）
〜
３

月
19
日
（火）
ま
で
は
大
ホ
ー
ル
の

使
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

予
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

同
館
☎
（24）
７
２
１
１

平
成
24
年
度
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験

▼
日
時　

10
月
28
日
（日）
午
前
10

時
〜
正
午

▼
会
場　

宇
都
宮
大
学
ほ
か

▼
申
込
書
の
配
布
期
間
・
配
布

場
所　

６
月
18
日
（月）
か
ら
、
介

護
保
険
課
（
東
仮
庁
舎
）、
田
沼
・

葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
な
ど

※
応
募
は
７
月
18
日
（水）
ま
で
、

受
験
料
は
７
７
０
０
円
で
す
。

詳
細
は
、
申
込
書
を
ご
確
認
く

だ
さ
い

■
問
合
せ　

と
ち
ぎ
健
康
福
祉

佐野駅北口周辺を自転車放置禁止区域
自転車放置規制区域の指定します。
　７月１日以降、区域内に自転車を放置した場

合、所定の手続きにより自転車を撤去します。

　なお、保管した自転車を返還する際に手数料

１,０５０円が発生します。

■問合せ　交通生活課☎（６１）１１５９

「竜巻注意情報」が発表された際は、防災行政無線でお知らせします
　気象庁から県内に ｢竜巻注意情報」が発表されたとき、発表の状況により、防災行政無線でお知ら
せすることとしました。「竜巻注意情報」が発表されたときに、特に屋外にいる方は、天候の急な変
化に十分注意し、安全確保に努めてください。　　　　　　■問合せ　危機管理課☎（２０）３０５６

お
知
ら
せ
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講
座情

報

市
内
・
県
内
で
開
催
さ
れ
る
、

講
座
や
教
室
な
ど
の
情
報
で
す
。

エコキャンドル作り講座

初級パソコン ( エクセル )
講習会

▲
日時　６月１６日(土)
　午前９時３０分～正午▲

会場　みかもクリーンセンター▲

定員　先着３０人（小学生以下
　は保護者同伴でお願いします）▲

持ち物　不要な割り箸、小さな
　　　　　空きビンなど
※長袖、長ズボン・三角巾・エプ
　ロン・マスク・ゴム手袋など
■申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎（23）8153へ

▲

日時　７月３日～１９日
　毎週火曜・木曜日、全6回
　午後７時～９時▲

会場　隣保館▲

定員　先着２０人▲

費用　２，０００円（教材費など）▲

持ち物　ノート型パソコン（ｗｉ
　ｎｄｏｗｓＸＰ対応のマイクロソフ
　ト・エクセルが入っている機種）
■申込　６月１４日（木）から電話で、
　　　　  隣保館☎（2２）７５１３へ

天明鋳物後継者育成講座

「伊藤若冲の《菜蟲譜》を版
画で彫ってみよう」

ボランティア講座

▲

日程　７月中旬～平成２５年３
　月中旬まで、全１４回予定

▲

会場　若林鋳造所（大祝町）ほか

▲

対象　小学校高学年～２５歳まで

▲

内容　鋳物の基礎知識、天明鋳
　　　　物について、鋳造技術入
　　　　門、伝統技術の修得

▲

定員　先着６人（無料）
■申込　６月３０日（土）までに、
　電話で、天明鋳物伝承保存会
（若林）☎（2２）６６２３へ

▲

日時　６月２４日（日）
　　　　午前１０時～午後４時

▲

会場　吉澤記念美術館

▲

講師　伊藤渉さん（版画家）

▲

定員　先着１５人

▲

費用　３００円
■申込　６月９日（土）午前９時
　から、電話で、吉澤記念美術館
　☎（８６）２００８へ
※鹿沼市立川上澄生美術館の木版
　画大賞展を6月9日～30日開催

▲

日時　７月２２日（日）、９月
　９日(日)、１０月２１日（日）、
　１１月１７日（土）、１２月２
　日（日）の全５回。
　午前１０時～正午▲

会場　同校（足利市大月町）▲

対象　障がいのある子どもへの
　ボランティア活動に興味・関心
　のある高校生以上の方
　（３回以上出席できる方）▲

持ち物　上履き
■申込　７月１３日(金)までに、
　電話で、同校☎０２８４（４１）
　１１８５へ

足利中央特別支援学校においてボラン
ティア講座を開催します。障がいへの理
解を深め、学校行事でのボランティア活
動を行いましょう。

講座名 曜日 時間等 回数 受講料 定員

エアロ＆マーシャルアーツ 月 午後 7時 30 分～ 8時 20 分 10 回 2,000 円 30 人

ヨーガ 月 午後 8時 30 分～ 9時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

茶道 月 午後 7時～ 9時 10 回 4,500 円 15 人

ZUMBA 火 午後 7時 30 分～ 8時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

バレトン 火 午後 8時 30 分～ 9時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

フラダンス 火 午後 7時 30 分～ 9時 10 回 2,000 円 30 人

料理　 水 午後 7時～ 9時 15 分 7 回 5,000 円 15 人

エアロビクス 水 午後 7時 30 分～ 8時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

ボクササイズ 水 午後 8時 30 分～ 9時 20 分 10 回 2,000 円 40 人

英会話（初中級） 水 午後 7時 30 分～ 9時 10 回 2,000 円 20 人

お菓子作り 木 午後 7時～ 9時 15 分 7 回 5,000 円 15 人

パン作り 金 午後 7時～ 9時 15 分 8 回 5,000 円 12 人

ゴルフ 金
①午後 6時 30 分～

②午後 8時～
10 回 10,500 円 各 15人

▲
日時　７月２日（月）から随時開催　

▲

対象　１８～４５歳位までの方▲

会場　界地区公民館など　

▲

費用　下記受講料のほか、年会費１,０００円▲

申込　６月４日（月）～１５日（金）の午後７時～９時（土・日曜日を除く）
　に受講料を添えて、直接、界地区公民館「青年講座受付」へ■

問合せ　青年講座企画グループ代表・宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２
　（平日午後７時～９時）、ホームページ http://happinesssano.web.fc2.com/

平成２４年度夏期「青年講座」受講生募集！

▲

日時・内容・講師　
　①７月２１日（土）
　「天明釜と芦屋釜」                              
　江田蕙さん(日本工芸会正会員
　・天明鋳物師)
　②７月２８日（土）
　「常盤御前の愛と涙の人生」
  　森下喜一さん
　（元鳥取大学大学院教授）　　
　いずれも午後２時～４時▲

会場　郷土博物館▲

定員　先着50人
　※原則２回受講してください▲

費用　２００円（資料代）
■申込　電話で、郷土博物館
　　　　☎（２２）５１１１へ

郷土史入門講座（講演会）

クールアースデーの夜に点火するキャン
ドルも作ります（本紙Ｐ．９参照）。
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越名舟唄民謡教室

佐野市民大学「晩年の田中
正造・河川調査と治水論」

「農夢塾」受講生の募集

佐野市民ギャラリー
俳句入門講座 ( 連続講座 )

▲

日時　６月１２日、７月１０日
　８月７日、９月１１日の各火曜
　日、いずれも午後７時３０分か
　ら１時間程度

▲

会場　界地区公民館

▲

講師　牛込勇峰さん(民謡歌手)

▲

定員　先着１００人（無料）
■申込　直接または電話で、文化
　振興課☎（６１）１１６４へ

▲

日時　７月１４日（土）
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

講師　大嶽浩良さん（前県歴史
　文化研究会常任委員長）

▲

定員　先着２００人（無料）

　 ※

手話通訳あり

■申込　電話で、佐野市中央公民
　館☎（２４）５７７１、田沼中央
　公民館☎（６１）１１３５、葛生
　地区公民館☎（８６）３４１４へ

▲

日時　７月～１２月の隔週木曜
　日、午前９時～正午
　※開講式は７月１２日（木）▲

会場　ＪＡ佐野研修センター
　　　　および実習畑(馬門町)▲

定員　先着２０人▲

費用　１，５００円
■申込　６月１５日(金)～２９日
　(金)の期間に、電話で、農政課
　☎（６１）１１６２、または農業
　公社☎（２１）５４８９へ

▲

日時　６月２３日・３０日
（土）、７月１日（日）の全３回
　午後１時３０分～３時３０分▲

会場　佐野市民ギャラリー(まち
　なか活性化ビル「佐野未来館」）▲
講師　寺内邦夫さんほか、
　俳句グループわたらせの皆さん▲

定員　先着２０人
　　　（２０歳以上の方）
■申込　６月１８日(月)までに、
            電話で、文化振興課
              ☎（６１）１１６４へ

初心者のための農業講座です。野菜の
栽培や、そばの播種からそば打ちに取
り組みましょう

パレットプラザさの講座
「絵手紙で暑中見舞をかこう」

パレットプラザさの講座　
「有機ブルーベリーの薬効」　

市民教養講座「陶芸教室」

▲
日時　７月６日（金）
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　男女共同参画推進セン
　ター（パレットプラザさの）

▲

講師　津久井和江さん

▲

定員　先着２０人

▲

費用　１００円

▲

主催　男女共同参画ネットワー
　クさの（ＮＰＯ法人ＣｏＣｏＡ）
■申込　６月２９日（金）までに、
           電話で、男女共同参画課
        　☎（2７）２３５４へ

▲

日時　６月１０日（日）
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　６月の森ハーブガーデン

▲

講師　小林由美さん
　（日本健康医療学会会員）

▲

定員　先着５０人

▲

費用　３００円

▲

主催　男女共同参画ネットワー
　クさの（ハーブ森のお茶会）
■申込　電話で、男女共同参画課
　         ☎（2７）２３５４へ

▲

日時　７月１１日～８月１日の
　　　　各水曜日・全４回、
　　　　午後７時～９時▲

会場　氷室地区公民館▲

講師　望月賢治さん▲
定員　先着２０人▲
費用　４,０００円（粘土代など）
■申込　６月２６日(火)までに、
　　　　電話で、同公民館
　　　　☎（８７）０００４へ

「昆虫立体きりおりがみ」講座

▲

日時　７月２１日（土）
　午前１０時～正午

▲

会場　郷土博物館

▲

講師　佐藤孝一さん

▲

定員　先着２０人

▲

費用　１００円（材料代）

▲

持ち物　はさみ
■申込　電話で、郷土博物館
　　　　☎（２２）５１１１へ

大人のためのフレスコ画教
室ｍｙ壁画を描こう！

▲

日時　７月３日（火）
　　　　午前１０時～午後３時▲

会場　常盤地区公民館▲

講師　福島恒久さん▲

定員　先着２０人▲

費用　７００円（昼食代込）
■申込　６月８日(金)～２０日
（水）までに、電話で、同公民館
　☎（８５）３６５７へ

“魔”夏対策！肌の健康講座
お肌チェックとエステ教室

▲

日時　６月２２日、７月６日、
　１３日の各金曜日・全３回
　午後１時３０分～３時３０分▲

会場　常盤地区公民館▲

講師　認定エステティシャン▲

定員　先着１０人▲

費用　６００円（材料代）
■申込　６月１１日(月)～１５日
（金）までに、電話で、同公民館
　☎（８５）３６５７へ

これからの季節、日差しが強く、お肌
に厳しい季節になります。夏を前にお肌
をチェックし、予防しましょう。

ハーブティを飲みながらハーブについて
学びませんか？



KOUHOU SANO
H24.6.1

18

渡良瀬川クリーン運動が実施されました

　５月１３日（日）、高橋大橋およ

び船津川運動場近辺の渡良瀬川河川

敷において、渡良瀬川クリーン運動

が行われました。

　この運動は今年で１８回目。参加

してくださった皆さんの手により、

空き缶・空き瓶、菓子袋など、さま

ざまなゴミが集められました。

　この日はみどり市から栃木市までの渡良瀬川とその沿川流域で一斉

に行われ、栃木・群馬両県の７市２町の住民約８, ６００人が参加しま

した。

　クリーン運動に参加してくださった皆さん、お疲れ様でした。

お詫びと訂正

　広報さの５月１日号２４ページ

から２５ページの「まちの話題」

で掲載させていただいた、大相撲

巡業「名水の里　佐野場所」の開

催日、また、市民記者・葛貫さん

のお名前の表記に誤りがありまし

た。

　大相撲巡業「名水の里　佐野

場所」の正しい開催日は４月８日

（日）、また、市民記者・葛貫さん

のお名前は「葛貫郁子」さんです。

　訂正して、お詫びいたします。

「こどもフェスティバル ｉｎ ＳＡＮＯ ２０１２」
　５月３日（祝・木）から５日（祝・土）の３日間、堀米町のこどもの国

で ｢こどもフェスティバル ｉｎ ＳＡＮＯ ２０１２｣ が行われました。

　３日にはテレビで大人気の ｢特命戦隊ゴーバスターズ｣ ショーが、４日

には小山高専の生徒による ｢ロボコン｣ ショーが、５日には ｢わんぱくレ

クリエーション広場｣ での遊びなど、盛りだくさんのイベントが開催され

ました。

　５日は親子で楽しめるアトラクションが多く、天気にも恵まれたことも

あり、会場はたくさんの元気な笑い声が響いていました。輪投げや的あて

など体を使った遊びでは、家族で一緒に楽しんでいました。

　当日は他にも巨大な ｢佐野かるた｣ を使ったジャンボかるた取り大会や、

エアーポリン、ペットボトル釣り、天体観測車「アストロカー」での太陽

観測会、プチロケット作りなどが行われ、どのブースでも楽しそうな子ど

もたちで賑わっていました。

米国ランカスター市の中学生が佐野市を訪問しました
　市の姉妹都市となっているアメリカ合衆国ペンシルバニア州 ･ラ

ンカスター市の中学生２０人が国際交流事業の一環で、5月15日（火）

から 21日（月）まで佐野市を訪れました。

　滞在中は、２０人それぞれがホストファミリーのお宅に滞在し、

郷土博物館、出流原弁天池、吉澤記念美術館、葛生伝承館など市内

を見学したほか、各ホストファミリーのお子さんがいる中学校を訪

問しました。

　訪問した中学校では、生徒と一緒に家庭科の調理実習や国語の書

道体験などを行い、お互いが片言の言葉でコミュニケーションをと

りながら交流しました。また、日本文化の体験として、市茶華道協

会の協力のもと、万葉の里・城山記念会館で「お茶」と「お花」を

体験し、説明を聞きながら日本文化を興味深そうに学んでいました。

　ランカスターの子どもたちは、国際交流協会の会員やホストファ

ミリー、交流した中学校の先生 ･生徒などの ｢おもてなしの心｣ を

基にした暖かいもてなしで、異国での一週間ほどの生活を楽しみ、

母国へ帰国していきました。
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ミ
ッ
カ
セ
ン
デ
は
、
回
数

が
ち
ょ
っ
と
多
過
ぎ
る
と

感
じ
た
と
き
に
い
う

　

同
じ
動
作
が
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
バ
エ
ン
コ

と
い
い
ま
す
。
特
に
そ
の
動
作
を
強
め
て
い
う
場
合
に
は
、

同
じ
語
を
繰
り
返
し
て
バ
エ
ン
コ
バ
エ
ン
コ
と
い
い
ま
す
。

　

「
バ
エ
ン
コ
バ
エ
ン
コ
（
繰
り
返
し
繰
り
返
し
）
同
じ
こ

と
ベ
ー
（
ば
か
り
）
い
う
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
の
は
つ

ら
い
け
ど
、
知
り
合
い
ジ
ャ
ー
（
で
は
）、
ま
あ
、
シ
ャ
ー

ネ
ヤ
（
仕
方
が
な
い
）
ね
」

　

バ
エ
ン
コ
は
、「
変
り
番
こ
」
の
番
こ
と
同
じ
で
、
こ
れ

が
変
化
し
た
も
の
で
す
。「
番
」
は
、
順
番
に
入
れ
替
わ
る

こ
と
、「
コ
」
は
、そ
の
よ
う
す
を
表
す
語
（
接
尾
語
）
で
す
。

バ
エ
ン
コ
バ
エ
ン
コ
は
、
同
じ
動
作
を
繰
り
返
す
こ
と
か

ら
、「
い
つ
も
」「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」
と
い
う
意
味
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」
の
意
を
表
す
方
言
に
は
、

ミ
ッ
カ
セ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
、
ミ
ッ
カ

セ
ン
ゼ
と
か
ミ
ッ
カ
セ
ン
ベ
な
ど
と
も
い
い
ま
す
。
昭
和

の
中
頃
か
ら
使
用
者
が
少
な
く
な
り
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど

聞
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
あ
の
ジ
サ
マ
（
爺
さ
ん
）
は
、
近
く
の
酒
屋
に
ミ
ッ
カ

セ
ン
デ
に
寄
り
込
ん
ジ
ャ
ー
（
で
は
）、
一
杯
ヒ
ッ
カ
ケ
テ

（
飲
ん
で
）、
機き
げ
ん嫌
よ
さ
げ
に
ケ
ー
ッ
テ
グ
ン
ダ
ッ
テ
ガ
ネ

（
帰
っ
て
行
く
ん
だ
そ
う
で
す
よ
）」

　

ミ
ッ
カ
セ
ン
デ
は
、「
三
日
せ
ず
し
て
」
が
変
化
し
た
も

の
。
つ
ま
り
「
三
日
も
経
（
た
）
た
な
い
う
ち
に
」
が
元
の
意
、

こ
れ
が
さ
ら
に
変
化
し
て
、「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
」
の
意
に
な
っ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
記
者　

森
下
喜
一

被災地復興支援　日帰りボランティア

　５月１２日（土）、佐野市社会福祉協議会は、東日

本大震災で被災した宮城県山元町へ ｢被災地復興

支援日帰りボランティア｣ を派遣しました。

　今回は、３２人のボランティアと引率職員２人

の計３４人が参加しました。早朝に佐野市を出発

し、宮城県山元町へバスで移動。到着後は、３班

に分かれ活動し、うち２班はイチゴ農家の支援、

うち１班は砂で埋まった畑の整理を行いました。

　この日の山元町は風が強く肌寒い１日となりま

したが、参加者は強風にも負けずに力強く作業を

行っていました。

　ボランティアに参加した方は ｢震災から１年以

上経過したが、まだまだ支援は必要だと感じた｣

｢活動を通じ、現地の方々やボランティアの皆さん

など、年齢や男女を問

わずたくさんの人た

ちとお話しでき、人と

人とのつながりは素

晴らしいと思った｣ な

どと、活動の感想を話

してくれました。

人と人とが触れ合うところ

　今、お年寄りの買い物と、人と人との結びつき

を考えていくうえで、地域にある小さなお店が見

直されています。

　大和町の青木常代さんが営むお店は椅子が用意

されていて、いつも、地域のお年寄りの元気な笑

い声でいっぱいです。

　お客の皆さんの声を聞くと、「病院の帰りに必ず

寄ります。買い物と近所の皆さんとのお喋りが楽

しみ」「いろいろと話を聞いてくれて嬉しい。ここ

が無くなったら買い物に行くのも大変」「わたした

ちの健康を考えた味付けの商品のおかげで、お医

者様にも褒められました」などと明るく話してく

れました。

　郊外にある、車で行くよう

な大型店ではなく、街中の小

さなお店だからできることが

あるようです。お客さんと触

れ合い、お客さん同士が楽し

む。そんな優しいお店を大切

にしていきたいと痛感しまし

た。（市民記者　𠮷井貴子）

▲おしゃべりに花が咲く店内

▲青木常代さん



広
報
さ
の　
■
平
成
２４
年
６
月
１
日
号

■
編
集　

佐
野
市 

政
策
調
整
課

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す 〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１

URL http://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生 ７２人 ●死亡 １１１人

●婚姻 ５０組 ●離婚 １５組

●転入 ３９８人 ●転出 ３４６人

人口の動き（４月分）

●人口 １２３，７８５人 （＋１３）  ●世帯４８，８８０戸（＋１１１）

　　男 ６０，９９４人 （＋１６） 　　（　）は前月比

　　女 ６２，７９１人 （－３）

人口と世帯数（５月１日現在）

陽
ひ よ り

依ちゃん 平成２３年１１月生

荒井和久・智美さん（石塚町）

雄
ゆうせい

星ちゃん 平成２３年１１月生

平田智之・里栄さん（浅沼町）

紅
く れ は

羽ちゃん 平成２３年９月生

浅野和也・道恵さん（免鳥町）

瑠
る な

那ちゃん

莉
り な

那ちゃん

平成２０年１０月生

平成２３年  ５月生

高橋弘之・智恵子さん（牧町）

　
藤
原
秀
郷
か
ら
の
系
譜
で

あ
る
藤
姓
足
利
氏
は
足
利
地

域
へ
の
土
着
を
強
め
、
広
大

な
領
域
を
も
つ
足
利
庄
の
庄

司
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
源
姓
足
利
氏
で
あ

る
源
義
国
が
足
利
方
面
へ
の

勢
力
を
強
め
る
と
、
藤
姓
足

利
氏
と
源
姓
足
利
氏
で
所
領

を
巡
る
争
い
が
生
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
、
藤
姓
足
利
氏
の

流
れ
を
汲
む
成
俊
は
、
唐
沢

山
城
を
再
興
し
た
と
も
、
春

日
岡
城
（
佐
野
城
）
に
館
を

築
い
た
と
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
佐
野
の
庄
司
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐

野
地
域
へ
関
わ
り
を
深
め
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
そ
の
後
、
頼
朝
の
平
氏
追

討
や
、
源
氏
の
勢
力
争
い
に

お
い
て
、
藤
姓
足
利
氏
は
分

裂
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
族
の
総
領
家
で
あ
る

俊
綱
、
忠
綱
は
平
氏
や
反
頼

朝
に
く
み
し
、
滅
亡
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

成
俊
に
続
く
と
さ
れ
る
有

綱
、
基
綱
は
、
頼
朝
に
く
み

し
、
藤
姓
足
利
氏
の
命
脈
を

保
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

か
で
も
基
綱
は
佐
野
太
郎
と

も
い
わ
れ
、
佐
野
庄
を
基
盤

と
し
て
、
佐
野
氏
の
基
礎
を

築
い
て
い
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

佐
野
氏
の
は
じ
ま
り

▲上空からの佐野地域

国指定史跡を目指して！　№３９
生涯学習課
 ☎（６１）１１７４


